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を
受
け
た
尾
崎
小
学
校
の

関
係
者
の
み
な
さ
ん
）

し
た
児
童
た
ち
の
感
想
文

を
読
む
と
、
さ
ら
に
や
る

気
が
出
る
。『
尾
崎
の
子
ど

も
は
、
尾
崎
で
育
て
る
』

と
い
う
意
識
を
地
域
に
広

げ
た
い
」と
語
っ
た
。（
写

真
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
同

活
動
の
一
体
的
実
施
を
称

え
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

灯
台
近
く
の
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
「
ド
ッ
ト
・
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
赤
穂
」
で
は

午
前
１１
時
半
か
ら
姫
路
、

大
阪
な
ど
の
音
楽
バ
ン
ド

４
組
が
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー

ジ
。
午
後
１
時
か
ら
地
元

の
歴
史
に
詳
し
い
元
御
崎

地
区
自
治
会
長
の
村
下
龍

化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。

　

御
崎
地
区
で
は
、
若
者

に
人
気
の
店
が
集
ま
る

「
き
ら
き
ら
坂
」
を
中
心

に
観
光
客
が
増
加
。
建
造

６０
周
年
を
機
に
灯
台
周
辺

を
含
め
た
一
体
的
な
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
市

民
有
志
の
実
行
委
員
会
が

市
の
補
助
制
度
も
活
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
。

　

当
日
は
桃
井
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
東
御
崎
展
望
台
、

伊
和
都
比
売
神
社
な
ど
５

か
所
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
。
す
べ
て
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
灯
台

に
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
特
製
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
切

手
な
ど
が
も
ら
え
る
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）。マ
ル

シ
ェ
会
場
で
は
「
さ
く
ら

ぐ
み
」「
ア
マ
ミ
テ
ラ
ス
」

と
い
っ
た
地
元
人
気
店
の

ほ
か
、
赤
穂
産
牡
蠣
の
ク

ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
や
お
好

み
焼
き
も
販
売
。
ア
ク
セ

サ
リ
ー
雑
貨
や
子
ど
も
向

け
屋
台
も
出
店
す
る
。

彦
さ
ん
が
灯
台
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
約

２０
分
話
す
。

　

実
行
委
員
長
の
木
村
聡

さ
ん（
２４
）＝
伊
和
都
比
売

神
社
権ご

ん

禰ね

宜ぎ

＝
は
「
灯
台

が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る

け
ど
行
っ
た
こ
と
は
な

い
、
と
い
う
人
は
多
い
の

で
は
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

訪
れ
て
周
辺
の
散
策
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
す
。

　

灯
台
は
ウ
エ
ス
ト
神
姫

「
御
崎
」
バ
ス
停
か
ら
坂

と
階
段
を
約
７
０
０
㍍
上

が
っ
た
と
こ
ろ
。
当
日
に

限
り
、
バ
ス
停
横
の
観
光

駐
車
場
や
旧
御
崎
小
学
校

跡
駐
車
場
、
東
御
崎
展
望

台
駐
車
場
か
ら
ト
ゥ
ク
ト

ゥ
ク
の
無
料
送
迎
あ
り
。

実
行
委
は
「
会
場
周
辺
に

は
一
般
民
家
も
あ
る
の

で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。（
写

真
は
赤
穂
御
埼
灯
台
建
造

６０
周
年
に
ち
な
み
、
ま
ち

歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
実
行
委
員
会
の
み
な
さ

ん
）
※
２
面
に
御
埼
灯
台

プ
チ
ト
リ
ビ
ア

地
元
作
家
の

ク
ラ
フ
ト
展

　

「
海
辺
の
暮
ら
し
、
海

辺
の
景
色
」
を
テ
ー
マ
に

地
元
作
家
た
ち
が
赤
穂
緞

通
や
ガ
ラ
ス
作
品
、
絵
画

な
ど
を
出
品
す
る
「
灯
台

ヶ
丘
ク
ラ
フ
ト
作
家
展
」

が
御
崎
の
カ
フ
ェ
兼
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
赤
穂

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
で
開

か
れ
て
い
る
。

　
赤
穂
御
埼
灯
台
の
近
く

に
あ
り
、
瀬
戸
内
海
を
見

渡
せ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
和

紙
灯
り
や
木
工
品
な
ど
各

分
野
の
作
家
６
人
が
計
約

４０
点
を
出
品
。
１９
日（
日
）

ま
で
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
。
１１
日（
土
）は
ビ
ー
ガ

ン
料
理
の
ラ
ン
チ
あ
り
。

御
崎
１
６
５
の
１
（
旧
御

崎
小
跡
駐
車
場
か
ら
約
１

５
０
㍍
）。
☎
０
５
０
・

３
０
３
３
・
５
０
８
４
。

　

建
造
６０
周
年
を
迎
え
る

赤
穂
御
埼
灯
台
と
周
辺
を

巡
る
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト

「
御
崎
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
〜
灯

台
と
眺
む
、
海
と
ま
ち

〜
」
が
３
月
１８
日（
土
）午

前
１０
時
〜
午
後
３
時
に
催

さ
れ
る
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
雑
貨
ブ
ー
ス
な
ど
約
２０

店
が
並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
、
音

楽
ラ
イ
ブ
も
。
雨
天
時
は

１９
日（
日
）に
順
延
。

　

瀬
戸
内
海
に
臨
む
三
崎

山
の
頂
上
に
あ
る
赤
穂
御

埼
灯
台
は
１
９
６
３
年
３

月
３０
日
に
点
灯
。
白
亜
に

そ
び
え
る
八
角
形
の
灯
塔

が
長
年
に
わ
た
っ
て
海
の

安
全
を
見
守
り
、
地
元
の

シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
に
灯
台

周
辺
を
含
む
エ
リ
ア
が

「
地
域
資
源
活
用
区
域
」

に
指
定
さ
れ
、
空
き
家
だ

っ
た
建
物
が
飲
食
店
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ほ
か
、
昨

夏
に
は
旧
保
養
所
が
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
と
し
て
オ

ー
プ
ン
す
る
な
ど
再
活
性

　

学
校
運
営
の
改
善
・
強

化
と
学
校
を
核
と
し
た
地

ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
各
種

域
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献

が
あ
っ
た
と
し
て
、
尾
崎

小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

と
尾
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り

連
絡
協
議
会
に
文
部
科
学

大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協

同
活
動
の
一
体
的
実
施
を

称
え
る
も
の
で
、
赤
穂
市

内
で
は
２
０
１
８
年
に
表

彰
さ
れ
た
赤
穂
西
小
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
続
い
て
２
例
目
。

　

尾
崎
小
で
は
１８
年
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
。

土
曜
日
を
授
業
日
と
し
て

「
尾
崎
の
こ
と
を
学
ぶ

日
」
と
し
て
教
育
課
程
に

位
置
付
け
、
地
域
人
材
を

講
師
に
地
域
学
習
や
ウ
オ

団
体
に
呼
び
掛
け
て
運
動

場
の
側
溝
に
堆
積
し
た
土

砂
を
除
去
し
た
り
、
民
有

地
を
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

の
駐
車
場
に
活
用
す
る
な

ど
、
学
校
運
営
の
改
善
を

支
援
し
て
き
た
。

　

表
彰
に
あ
た
り
、
同
校

の
中
林
晴
之
校
長
は
「
子

ど
も
た
ち
が
顔
を
知
っ
て

い
る
地
域
の
み
な
さ
ん
が

支
え
て
く
れ
て
安
心
感
が

あ
る
」
と
感
謝
。
学
校
運

営
協
議
会
の
目
木
敏
明
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を

広
げ
て
、
よ
り
活
発
な
活

動
を
」
と
抱
負
を
述
べ
、

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
企
画

す
る
尾
崎
地
区
ま
ち
づ
く

り
連
絡
協
議
会
の
浜
野
好

正
会
長
は
「
行
事
に
参
加

景
気
動
向
調
査

売
上
Ｄ
Ｉ
は
３
期

連
続
で
数
値
回
復

　

赤
穂
商
工
会
議
所
が
四

半
期
ご
と
に
実
施
す
る
景

気
動
向
調
査
の
２
０
２
２

年
１０
～
１２
月
期
の
結
果
が

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
、
売

上
が
「
増
加
」
し
た
事
業

所
か
ら
「
減
少
」
し
た
事

業
所
を
差
し
引
い
た
「
売

上
Ｄ
Ｉ
」
は
▲
１１
・
２
と

以
前
マ
イ
ナ
ス
圏
内
に
あ

る
も
の
の
、
前
期
か
ら
１４

・
１
ポ
イ
ン
ト
回
復
し
、

３
期
連
続
の
上
昇
と
な
っ

た
。

　

業
種
別
で
は
小
売
業
が

▲
１７
・
９
（
前
期
比
３４
・

１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
回

復
が
目
立
ち
、
建
設
業
、

製
造
業
、
卸
売
業
も
上
昇

が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

来
期
（
２
０
２
３
年
１
〜

３
月
期
）
の
先
行
き
見
通

し
は
▲
１８
・
０
で
、
完
全

な
回
復
基
調
に
乗
っ
た
と

は
言
い
が
た
い
。

　

４
期
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

１
０
０
を
超
え
て
い
た

「
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
」
の
先

行
き
見
通
し
は
▲
８６
・

５
。
高
騰
が
続
く
仕
入
価

格
の
安
定
に
期
待
す
る
事

業
所
が
増
え
つ
つ
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

１３・１４
日
、代
表
質
問

市
民
病
院
経
営

改
善
な
ど
質
す

　

赤
穂
市
の
２
０
２
３
年

第
１
回
定
例
会
は
３
月
１３

日（
月
）と
１４
日（
火
）に
代

表
質
問
・
一
般
質
問
を
行

う
。
牟
礼
正
稔
市
長
の
施

政
方
針
や
新
年
度
当
初
予

算
案
な
ど
に
つ
い
て
質

す
。

　

複
数
の
会
派
が
質
問
す

る
市
民
病
院
の
経
営
改

善
、
子
育
て
支
援
、
防
災

対
策
の
ほ
か
、
定
住
・
移

住
促
進
、
第
９
次
行
政
改

革
大
綱
、
産
廃
最
終
処
分

場
計
画
へ
の
対
応
な
ど
テ

ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

両
日
と
も
午
前
９
時
半

に
開
会
。
１３
日
は
新
風
、

赤
諒
会
、
千
種
が
質
問

し
、
１４
日
は
公
明
党
、
政

翔
会
と
無
会
派
議
員
が
質

問
を
行
う
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

尾
崎
小
を
核
に
地
域
づ
く
り

文
科
大
臣
か
ら
表
彰
状

学
校
運
営
協
な
ど
２
団
体

御
崎
の
灯
台
建
造
６０
周
年

１８１８
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト

マ
ル
シ
ェ
、ラ
イ
ブ
な
ど
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塩
で
音
楽
と
科
学

の
実
験
楽
し
も
う

　

塩
を
テ
ー
マ
に
音
楽
遊

び
や
理
科
実
験
を
楽
し
む

教
育
イ
ベ
ン
ト
「
塩
と
音

楽
と
理
科
の
ふ
し
ぎ
な
関

係
」（
関
西
福
祉
大
学
附

属
地
域
セ
ン
タ
ー
主
催
）

が
３
月
１１
日（
土
）と
１２
日

（
日
）、
中
広
の
赤
穂
化
成

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
催

さ
れ
る
。

　

両
日
と
も
１
階
展
示
室

で
午
前
１０
時
半
〜
午
後
３

時
半
。
午
前
は
「
塩
で
音

楽
が
見
え
る
？
！
」
と
題

し
、
塩
と
身
近
な
も
の
を

楽
器
に
見
立
て
て
音
を
鳴

ら
し
た
り
、
音
楽
を
奏
で

た
り
す
る
。
午
後
は
「
ミ

カ
セ
ン
の
科
学
実
験
室

〝
塩
の
ふ
し
ぎ
〟
を
体
験

し
よ
う
！
」
と
題
し
、
特

別
講
師
の
三
上
周
治
さ
ん

（
元
京
都
橘
大
学
教
授
）

に
よ
る
実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
塩
の
特
性
を
学
ぶ
。

　

参
加
無
料
。
小
学
生
を

対
象
に
各
日
６０
人
を
受
け

付
け
る
（
保
護
者
同
伴
で

未
就
学
児
も
可
）。
問
い

合
わ
せ
は
☎
４６
・
２
５
２

５
（
関
西
福
祉
大
学
・
阿

部
真
子
研
究
室
）。

赤
穂
の
天
塩
海
浜
Ｓ
Ｃ

第
１４
回
月
例
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｇ

　

▽
男
性
＝
①
紙
上
篤

（
尾
崎
ス
ポ
振
Ｇ
Ｇ
部
）②

乗
船
良
一（
楽
友
会
）③
米

田
豊（
元
塩
Ｇ
Ｇ
同
好
会
）

▽
女
性
＝
①
山
脇
芳
美

（
寒
河
Ｂ
．
Ｇ
）②
長
井
幸

枝（
チ
ー
ム
さ
く
ら
川
）③

中
西
孝
子
（
Ｆ
Ｌ
Ｇ
Ｋ
）

第
３５
回
赤
相
地
区

親
善
少
女
バ
レ
ー

　

①
城
西
②
高
雄
③
有
年

・
原
、
赤
穂

赤
穂
市
少
女
バ
レ
ー

第
４４
回
送
別
大
会

　

①
城
西
Ａ
②
高
雄
Ａ
③

尾
崎
Ａ
、
赤
穂
Ａ

全
国
珠
算
学
校
連
盟

第
３
４
０
回
珠
算

技
能
検
定
合
格
者

　

▽
準
１
級
＝
瀧
口
巴
菜

（
赤
穂
東
中
３
）▽
準
２
級

＝
塚
本
俊
太
郎
（
御
崎
小

４
）
廣
門
奈
々
（
同
５
）

第
２
９
６
回
暗
算

技
能
検
定
合
格
者　

　

▽
七
段
＝
三
浦
七
海

（
一
般
）
▽
３
級
＝
大
薗

桔
平
（
御
崎
小
６
）

の
に
伴
い
、
赤
穂
御
埼
灯

台
の
光
度
は
１１
万
カ
ン
デ

ラ
か
ら
１３
万
カ
ン
デ
ラ
に

変
更
さ
れ
た
。

　

▽
セ
ン
サ
ー
で
自
動
オ

ン
オ
フ
＝
採
光
窓
に
設
置

さ
れ
て
い
る
セ
ン
サ
ー
で

周
囲
の
明
る
さ
を
感
知

し
、
一
定
の
暗
さ
に
な
れ

ば
自
動
的
に
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
て
灯
火
部
が
回
転
す

る
。
朝
に
な
っ
て
明
る
く

な
れ
ば
自
動
で
消
灯
、
停

止
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

昼
間
で
も
雨
天
な
ど
で
暗

い
場
合
は
点
灯
す
る
こ
と

が
あ
る
。

　

▽
電
球
が
切
れ
た
ら
自

動
交
換
＝
灯
火
部
に
は
予

備
の
ラ
ン
プ
が
取
り
付
け

ら
れ
て
お
り
、
使
用
し
て

い
た
ラ
ン
プ
が
切
れ
れ
ば

自
動
的
に
新
し
い
ラ
ン
プ

に
切
り
替
わ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
ラ
ン
プ
の

寿
命
は
約
１
万
時
間
。
停

電
で
外
部
電
力
が
供
給
さ

れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
非

常
電
源
バ
ッ
テ
リ
ー
で
点

灯
を
継
続
す
る
。

　

▽
年
間
の
電
気
代
は
１５

万
円
＝
姫
路
海
上
保
安
部

に
よ
る
と
１
年
間
の
電
気

代
は
約
１５
万
円
（
２
０
２

１
年
度
実
績
）。
た
だ

し
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
自
動
船
舶

識
別
装
置
）
な
ど
の
機
器

が
あ
る
１
階
部
分
の
室
温

を
一
定
に
保
つ
た
め
に
年

中
稼
働
し
て
い
る
エ
ア
コ

ン
の
電
気
代
が
多
く
を
占

め
る
。

　

▽
名
称
に
「
埼
」
の
字

が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
？

＝
姫
路
海
上
保
安
部
の
話

で
は
、「
海
図
で
は
一
部

を
除
い
て
『
崎
』
の
字
を

『
埼
』
に
統
一
し
て
お

り
、
灯
台
の
名
称
も
そ
れ

に
準
じ
て
い
る
」
と
の
こ

と
。

　

▽
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

が
あ
る
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
赤
穂
御
埼
灯
台　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
と

検
索
す
れ
ば
、
１
０
０
分

の
１
ス
ケ
ー
ル
の
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
の
ペ
ー
ジ
が

あ
る
。（
写
真
右
は
灯
火

部
の
内
部
。
矢
印
の
先
に

あ
る
球
体
が
発
光
体
で
、

画
面
の
右
寄
り
に
予
備
の

ラ
ン
プ
が
あ
る
。
同
左
は

建
造
時
の
設
計
図
面
の
コ

ピ
ー
）

０
０

　

▼
第
２６
回
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
赤
穂
写
真
展
＝
３
月
１６

日（
木
）
〜
１９
日（
日
）、赤

穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
１
階
展
示
室
で
１０
〜
１７

時（
１９
日
は
１６
時
）。会
員

１１
人
が
テ
ー
マ
作
品（
バ

ス
停
）を
含
む
２８
点
を
出

品
。☎
０
９
０
・
５
８
９
９

・
１
２
４
９（
平
松
）

　

▼
行
方
不
明
の
猫
を
捜

し
て
い
ま
す
＝
茶
色
の
シ

マ
ネ
コ
の
オ
ス
４
歳
で
胸

と
前
足
が
白
色
で
し
っ
ぽ

が
短
く
、た
ぬ
き
型
。３
月

７
日
に
塩
屋
の
自
宅
か
ら

い
な
く
な
り
ま
し
た
。去

勢
済
み
。首
輪
な
し
。見
か

け
た
方
、ご
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。☎
０
９
０
・
８
２

０
９
・
０
９
０
６（C

afe

&
D
ining

て
ん
て
ん
）

　

▽
１２
日
＝
シ
オ
ヤ
外
科

胃
腸
科
医
院
☎
４３
・
４
７

１
２

価
多
数
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
ね
。入
荷
の
ご
案

内
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
み
て

ね
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ

ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
４６
・
８

０
０
１

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

○
３
月
１１
日
／
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
○
１３
日
／
ミ
ル
フ
ィ

ー
ユ
○
１４
日
／
イ
チ
ゴ
パ

イ
。各
１
２
０
０
円
に
て

販
売
。ま
た
、自
転
車
預
り

新
規
承
っ
て
お
り
ま
す
。

（
営
）１０
時
〜
１７
時
。商
議

所
北
☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
守
備
練
習
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
野
球
の
基
礎
を
教

え
ま
す
。ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ワ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
上
級

認
定
者
、関
西
福
祉
大
野

球
部
員
、姫
路
獨
協
大
野

球
部
Ｏ
Ｂ
が
教
え
ま
す
。

無
料
体
験
実
施
中
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷏
和
☎
45
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

  

▼
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
よ
る
傾
聴
と
は
」＝
３

月
２４
日（
金
）、総
合
福
祉

会
館
で
１３
時
半
〜
１５
時
。

講
師
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
浜
野
千
春

先
生
。受
講
無
料
。事
前
に

１０
名
程
度
を
受
け
付
け
ま

す
。「
あ
こ
う
傾
聴
の
会
」

☎
０
９
０
・
２
０
６
５
・
１

６
６
８（
勝
原
）

　

▼
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
急

募
＝
土
日
パ
ー
ト
・
バ
イ

ト
①	

11
時
～
14
時
３０
分
／

ホ
ー
ル
②
１７
時
～
20
時
／

ホ
ー
ル
。時
給
１
０
５
０

円
（
研
修
期
間
あ
り
９
６

０
円
）◎
正
社
員
同
時
募

集
中
／
調
理
及
び
ホ
ー
ル

業
務
。
９
時
〜
２０
時
の
間

の
8
時
間
。
給
料
22
万
～

（
研
修
期
間
あ
り
）。経
験
・

能
力
に
よ
っ
て
優
遇
。
未

経
験
者
歓
迎
。「
元
祖
か
も

め
屋
赤
穂
本
店
」
赤
高
交

差
点
北
☎
４５
・
２
３
３
０

　

▼
旅
館「
対
鴎
舘
」＝
○

フ
ロ
ン
ト
・
事
務
正
社
員

募
集
／
１８
万
円
〜
。
７

〜
２１
時（
シ
フ
ト
制
）。パ

ー
ト
／
７
〜
２１
時（
４
時

間
程
）○
客
室
清
掃
／
９

時
半
〜
１２
時
半
。い
ず
れ

も
時
給
９
６
０
円
〜
。御

崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
赤
穂
海
浜
公
園
タ
テ

ホ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
＝
春

か
ら
の
遊
園
地
ス
タ
ッ
フ 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
。週
1

〜
4
日
で
応
相
談
。勤
務

時
間
／
土
休
日
９
時
15
分

〜
17
時
15
分
。平
日
９
時

30
分
〜
15
時（
春
休
み
は

１６
時
）。お
客
様
と
の
接

客
、誘
導
、清
掃
、遊
具
補

修
補
助
な
ど
。時
給
９
７

０
円
。交
通
費
支
給（
当
社

規
定
）。未
経
験
の
方
・
シ

ニ
ア
の
方
・
学
生
の
方
大

歓
迎
。自
動
車
・
バ
イ
ク
通

勤
可《
応
募
方
法
》当
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://
fdc-0218.
co.jp/

）の
問
合
せ
フ

ォ
ー
ム『
採
用
応
募
』か
ら

必
要
事
項
を
記
入
の
上
メ

ー
ル
送
信
。「
㈱
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
ド
リ
ー
マ
ー
ズ
カ
ー

ニ
バ
ル
」☎
０
９
０
・
３
９

２
４
・
３
７
８
６（
10
〜
18

時
）

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
○
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員

／
8
時
～
17
時
。休
日
／

水
曜
日
他
、シ
フ
ト
制
。給

与
／
月
給
１７
万
円
～
。仕

事
内
容
／
接
客
他（
詳
細

は
電
話
、面
接
に
て
）○
パ

ー
ト
さ
ん
／
10
時
～
16

時
。休
日
／
水･

木
曜
日

他
、シ
フ
ト
制
。土
日
勤
務

い
た
だ
け
る
方
大
歓
迎
。

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
８
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
９
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
1
２
1
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
４
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
8
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
9
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
１
2
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
９
4
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
あ
り

が
と
う
の
言
葉
が
聞
き
た

く
て
電
気
関
係
の
こ
と
か

ら
製
品
販
売
、設
置
、オ
ー

ル
電
化
工
事
の
他
、
介
護

用
手
摺
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
、草
抜
き
等
、ち
ょ
っ
と

し
た
お
困
り
事
な
ど
気
軽

に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
着
付
・
エ
ス
テ
（
脱

毛
含
む
）・
焼
き
菓
子
の

お
店
＝
○
着
付
け
・
出
張

着
付
け
も
承
り
ま
す
。
着

付
け
教
室
生
徒
募
集
○
エ

ス
テ
・
脱
毛
・
シ
ミ
気
に

な
る
方
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」尾
崎

☎
０
８
０
・
９
１
６
０
・
２

８
４
３（
佐
井
）

　
▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
餃
子
屋
か
ら
の
お
知

ら
せ
＝
店
内
で
飲
食
で
き

ま
す
。餃
子
で
一
杯
ど
う

で
す
か
。ビ
ー
ル
・
ハ
イ
ボ

ー
ル
・
焼
酎
各
３
０
０
円
。

レ
モ
ン
サ
ワ
ー
２
０
０

円
。黒
豚
入
り
餃
子（
生
・

焼
き
）５
０
０
円
。牛
タ
ン

入
り
餃
子（
生
・
焼
き
）
５

０
０
円
。ミ
ッ
ク
ス
餃
子

（
生
・
焼
き
）６
５
０
円
。手

づ
く
り
で
各
15
個
入
で

す
。鷏
和
１
１
２
０
、赤
穂

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

横
の
赤
い
テ
ン
ト
が
目
印

☎
４５
・
０
０
６
４

　

▼
集
配
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

＝
忙
し
く
て
店
ま
で
行
け

な
い
等
お
困
り
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。お
宅
ま
で
お
伺

い
致
し
ま
す
。お
電
話
く

だ
さ
い
。
３
月
３１
日
ま
で

ダ
ウ
ン
・
コ
ー
ト
２０
％
ｏ

ｆ
ｆ
。「
黒
田
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」塩
屋
２
の
５
☎
４２
・
３

８
３
９

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
軽
な
ら
４
万
１
８
７

０
円
か
ら
代
車
、見
積
も

り
無
料
。3
月
は
車
検
の

予
約
が
取
り
に
く
い
の
で

お
早
め
に
。中
古
車
販
売
、

新
車
も
お
任
せ
く
だ
さ

い
。Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
随
時

募
集
中
。ガ
ソ
リ
ン
最
安
、

オ
イ
ル
交
換
無
料
、車
検

割
引
な
ど
特
典
い
っ
ぱ
い

で
年
会
費
１
５
０
０
円
。

お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
ま

で
。「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ

Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ

ん
前
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

☎
４６
・
３
１
７
７

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
春
で
す
ね
。

お
礼
に
、お
祝
い
に
、お
せ

ん
べ
つ
に
、お
花
を
贈
り

ま
せ
ん
か
。１４
日
の
ホ
ワ

イ
ト
デ
ー
に
も
ぜ
ひ
お
花

を
！　

サ
イ
ネ
リ
ア
や
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
の
お
花

な
ら
、ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て

プ
チ
プ
ラ
イ
ス
で
素
敵
な

贈
り
物
に
な
り
ま
す
よ
。

ミ
ニ
ギ
フ
ト
い
ろ
い
ろ
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。お
礼

や
お
せ
ん
べ
つ
に
は
豪
華

な
鉢
花
ア
レ
ン
ジ
も
ご
用

意
致
し
ま
す
。長
持
ち
す

る
寄
植
も
喜
ば
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
事
前
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
ね
。エ
ン
ド
ウ

苗
や
キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
苗
な
ど
各

種
揃
っ
て
い
ま
す
。ク
リ

ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
や
育
種
家

さ
ん
の
オ
シ
ャ
レ
パ
ン
ジ

ー
、ビ
オ
ラ
等
、ご
奉
仕
特
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市
民
ガ
イ
ド

給
与
／
時
給
９
８
０
円

～
。仕
事
内
容
／
接
客
。

「
か
ん
川
本
舗
」駅
前
町
５６

の
１
☎
４３
・
２
５
５
５

　

▼「
ザ　

グ
ラ
ン
リ
ゾ

ー
ト
赤
穂
」＝
客
室
清
掃

／
9
〜
15
時
の
間
。時
給

９
６
０
円
〜
。シ
フ
ト
制

（
相
談
に
応
じ
ま
す
）。週

１
か
ら
で
も
Ｏ
Ｋ
。交
通

費
あ
り〈
応
募
〉お
電
話
く

だ
さ
い
。尾
崎
２
２
９
８

☎
４８
・
０
０
７
７
、☎
０
７

０
・
３
３
１
８
・
７
８
４
３

　

▼
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ（
Ｗ
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｋ
）＝

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の

配
膳
・
下
膳
及
び
館
内
の

業
務
。１７
時
〜
２３
時（
就
業

時
間
は
応
談
）。時
給
９
８

０
円
〜
。交
通
費
実
費
支

給
。１８
歳
以
上
。「
ド
ッ
ト

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
赤
穂
」御

崎
☎
５５
・
９
９
９
１

　

▼
パ
ー
ト
さ
ん・
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
急
募
＝
長
期

入
れ
る
、明
る
く
元
気
な

方
を
希
望
。パ
ン
の
販
売
、

イ
ー
ト
イ
ン
の
提
供
。時

給
９
６
０
円
〜
。学
校
行

事
等
あ
な
た
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
合
わ
せ
ま
す
。詳

し
く
は
お
電
話
で
。「
コ
ン

セ
ル
ボ
」イ
オ
ン
赤
穂
店

内
☎
４３
・
６
９
０
９

　

▼
焼
肉・ホ
ル
モ
ン「
ぴ

っ
こ
ろ
亭
」＝
調
理
補
助
、

ホ
ー
ル
、洗
い
場
募
集
。11

時
〜
14
時
。18
時
〜
22
時
。

時
給
９
６
０
円
〜
。経
験

者
優
遇
し
ま
す
。年
齢
不

問
。高
校
生
不
可
。駅
前
通

り（
郵
便
局
前
）☎
45
・
７

７
３
０

　

▼
夜
の
ス
タ
ッ
フ
急
募

＝
配
膳
・
接
客
・
洗
い
場
の

仕
事
。１８
時
〜
２３
時（
予
約

制
営
業
の
た
め
、勤
務
日
・

時
間
は
要
相
談
）。時
給
１

２
０
０
円（
研
修
中
１
０

０
０
円
）。男
女
・
年
齢
問

わ
ず
。「
と
ね
っ
こ
亭
」加

里
屋
２
１
９
１
の
８
☎
４５

・
３
８
５
５（
１６
〜
２１
時
）

　

▼
事
務
局
員
募
集
＝
赤

穂
観
光
協
会
で
の
観
光
案

内
及
び
お
土
産
品
販
売
。

日
給
８
６
４
０
円
〜
。
４

週
８
休（
変
則
シ
フ
ト
）９

時
〜
１８
時（
休
憩
１
時

間
）。交
通
費
支
給
。賞
与

年
２
回
。加
入
保
険（
雇
用

・
労
災
・
健
康
・
厚
生
）雇
用

１
年
更
新
。明
る
く
元
気

な
方
で
パ
ソ
コ
ン
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
で
き
る
方
。電
話
の

上
、履
歴
書
持
参
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
観
光
協
会
」播

州
赤
穂
駅
2
階
☎
４２
・
２

６
０
２

　

▼
親
活
＝
結
婚
を
前
提

と
す
る
親
同
士
の
交
流
会

○
日
時
／
３
月
２１
日（
火

・
祝
）１０
時
○
場
所
／
カ
フ

ェ
ド
リ
ー
フ（
長
池
町
）○

参
加
費
／
２
千
円（
お
茶

含
む
）。写
真
持
参
。☎
０

９
０
・
６
６
６
８
・
０
３
２

８（
秋
田
）

　

▼
高
雄
公
民
館
写
真
教

室
第
３
回
作
品
展
＝
３
月

１２
日（
日
）ま
で
赤
穂
市
立

図
書
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
１０
〜
１７
時
。☎
４８
・
７
５

赤
穂
御
埼
灯
台

プ
チ
ト
リ
ビ
ア

　

▽
内
部
は
５
層
構
造
＝

灯
台
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
高
さ
１６
・
１６
㍍
。
内

部
は
５
層
に
な
っ
て
お

り
、
最
上
階
が
灯
火
部
が

あ
る
灯
室
。
階
間
は
１０
段

程
度
の
タ
ラ
ッ
プ
で
４
階

か
ら
灯
室
へ
は
ら
せ
ん
状

の
階
段
を
上
る
。
灯
室
の

周
囲
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
な

っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
タ

ラ
ッ
プ
を
伝
っ
て
灯
室
の

屋
根
上
に
上
が
れ
る
。
姫

路
海
上
保
安
部
の
記
録
で

は
、
当
時
か
か
っ
た
建
造

費
は
約
４
０
０
万
円
。

　

▽
１０
秒
に
１
回
閃
光
が

見
え
る
＝
灯
火
部
は
光
源

と
な
る
電
球
に
１
辺
３０
㌢

ほ
ど
の
金
属
製
の
箱
を
か

ぶ
せ
た
構
造
。
箱
の
側
面

４
面
の
う
ち
対
に
な
る
２

面
に
レ
ン
ズ
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
電
球
の
光
が
放
出

さ
れ
る
。
箱
は
２０
秒
に
１

回
転
す
る
早
さ
で
回
転
し

て
い
る
た
め
、
１０
秒
ご
と

に
光
が
見
え
る
。

　

▽
光
源
は
直
径
１
セ
ン

チ
の
７０
ワ
ッ
ト
電
球
＝
灯

火
部
の
電
球
は
ド
イ
ツ
の

メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
メ

タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ

（
１
０
０
ボ
ル
ト
、
７０
ワ

ッ
ト
）。
長
さ
１０
㌢
足
ら

ず
の
ガ
ラ
ス
管
の
中
に
あ

る
直
径
１
㌢
ほ
ど
の
球
体

が
発
光
す
る
。
同
心
円
状

に
段
を
つ
け
た
フ
レ
ネ
ル

レ
ン
ズ
と
反
射
鏡
で
光
を

集
め
る
こ
と
で
光
の
強
さ

を
１３
万
カ
ン
デ
ラ
に
高

め
、
２０
・
０
海
里
（
約
３７

㌔
）
先
ま
で
光
が
届
く
。

※
２
０
１
８
年
に
カ
ン
デ

ラ
の
定
義
が
変
更
さ
れ
た

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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